
ロ
科
い
町
一
軒
園
者
の
話
i
!

野

第16号

大
村
市
立
病
院
内
科

ご
一
月
初
旬
発
生
し
た
未
源
L
し
な
っ

τい
る
様
で
た
い
こ
止
は
今
問
の
例
こ
の
赤
痢
を
な
く
す
る
…

曾
有
の
集
団
赤
痢
は
忠
あ
り
ま
す
の
で
各
人
の
上
り
見
ま
し
て
い払
待
者
矯
に
個
人
衛
生
に
注
意
一

者
一
八
二
名

(保
凶
者
一
寸
し
た
不
民
意
に
よ
及
び
土
産
物
の

配
り
先
す
る
と
共
に
、
媒
介
源
~

を
含
む
内
死
亡
四
名
)

き
り
自
他
の
得
失

K
及

ぼ

等

を
‘
は
っ
き
り
申
出
で
あ
る
蝿
の
駆
除
に
御
…

ド
日
枯
れ
三
月
に
溌
生
L
K
集
閤
赤
痢
に
つ
い
て
前
純
一

保
健
所
市
衛
生
課
及
び
す
影
響
を
自
覚
し
、
今
る
よ
う
に
自
発
的
に
防
し
ま
す
。

一

一…

関

係

市

民

の

防

疫

病

動

後

期

か

る

と

'

と

の

な

い

疫

関

係

者

に

協

力

し

て

一

中
に
よ
っ
て
概
ね
三
月
中

ょ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
頂
く
事
で
あ
り
ま
す
ロ
(
市
衛
生
課
防
疫
係
)
一

っ
て
そ
の
危
険
度
は
寧
一一
に
格
熔
を
見
ま
し
た
。
ぅ
。
応
急
な
防
疫
を
期
防
春
k
共
に
赤
痢
の
流

ろ
患
者
よ
り
大
き
い
場
一
…
結
婚
披
露
宴
が
殻
生
の
す
る
矯
、
御
闘
い
致
し
行
期
に
な
り
ま
す
の
で

合
が
あ
り
ま
す
。

一ム

四
月

三
名
(
一一)
士
一
三
名
の
保
菌
者
を
発
見
一

効
が
交
々
薄
く
な
る
正

一病
後
保
菌
者
の
存
在
す
る

侍

染

の

源

で
あ
る

一ム

五

月

九

名

(

口

)
一致
し

(住

民

の

約

三

二

共
に
船
生
息
者
の
数
も
一事
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

赤
痢
患
者
Lι

保
菌
者
正
一
ム
六
月
コ
二
名
(
一
)
一0
0
人
の
中
一
人
の
保
菌
一

増
加
し
従
っ
て
病
後
保
一次
に
昨
年
度
流
行
赤
痢
患

が
居
な
け
れ
ば
赤
痢
の

一ム

七
月
七
四
名
(
一
一
)
一者
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
一

商
者
、
健
康
保
菌
者
も
一者
の
中
特
に
自
に
つ
い
た

流
行
は
な
い
わ
け
で
患
一ム

八
月
八
二
名
(
八

)
一ま
す
)
全
部
市
立
病
院
に
一

共
に
多
く
な
り
全
市
に

一事
は
家
族
感
染
の
傾
向
が

者
正
保
菌
者
を
皆
発
見
一ム

九
月
五
五
名
(
九

)
一牧
詳
し
て
治
療
致
し
ま
し
一

拡
大
こ
の
大
流
行
を
来
一多
か
っ
た
事
で
あ
り
ま
す

し
て
病
院
八
山
収
容
し
て

一ム

一
O
月

六

五

名

(
一三
一た
。
そ
の
結
果
そ
の
地
区
一

し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
一即
ち
一
家
族
で
二
l

五
名

終
え
ば
残
る
健
康
人
枇
一ム

二

月
四
四
名
(
ニ
旦
)
一か
ら
は
数
カ
月
の
間
一
名
一保

菌

者

の

出

見

率

一同
時
に
次
々
に
入
院
し
た

会
に
は
赤
痢

ω流
行
は
一ム
一
二
月

八

名

(
ご

一の
赤
痢
患
者
も
護
生
せ
や
一

E

一者
が
相
当
多
か
っ
た
事
が

な
い

わ
け
で
あ
り
ま
す
一
ム
計
四
五
一
一
一名
(
九
六
)
一従
っ
て
大
村
市
全
体
の
赤
一

入
院
患
者
周
囲
の
健
康
一自
に
つ
き
ま
す
。

大
な
伝
染
の
源
'
と
な
る

一例
を
中
じ
て
み
ま
し
ょ
う
だ
赤
痢
、
疫
痢
、
金
疑
似
症
三
一
例
患
者
が
減
少
し
た
わ
け
一

保
菌
者

一即
ち
数
字
で
示
し
ま
す
止

わ
け
で
あ
り
ま
す
。

一

世

れ

諮

問

問

一炉

石

川

山

口

一吉

村

川

牧

容

F
な
一

以

諸

問

眠

時

十

日

一

月

三

人

時

間

刊
誌
間
一
一
口
前
川
百
サ
次
の
通
り
で
あ
り
一日

間

刊

守

一

一

位

一

之

は

保

菌

者

を

一

能

諸

問

ベ

…

品

川

一

一一一日

日

一

詩

人
も
注
意
を
致
し
ま
す
一

i
l
l
i
i

一

中
一二
人
の
割
に
保
菌
者
一

四

月

一

一

一

一名

保
菌
者
は
病
肢
が
全
〈
一

醐
賜
潤
臨
蝿
轍

一

を
設
見
し
た
わ
け
で
あ
一

五
月

0

0

名

な

い

た

め

に

気

が

つ

か

一

融

制

脳

髄

一

り
ま
す
o

一

六

月

六

一

五

名

日

間

れ

ぬ

れ

諒

一

踏

襲

題

一病

後

保

菌

者

三

日

一

ω
一
一
一
詔

生
活
し
て
い
ま
す
の
で

一ム

発
見
し
て
除
い
た
た
め
一十
七
年
度
入
院
患
者
の
検
一

九
月
一
一

三

O
名

病
源
菌
を
周
囲
に
ま
き
一ム

に
赤
痢
の
流
行
が
お
さ

一便
を
今
保
健
所
に
て
実
施
十
一
O
月

九

一一

一一名

散
ら
す
機
会
が
多
〈
従
一ム

え
ら
れ
た
一
つ
の
説
明
一中
で
あ
り
ま
す
が
そ
の
中
一
二

月

七

一

四

名

川

判

例

制

叶

叫

叫

叶

斗

で

あ

り

ま

す

口

其
の
後
一か
ら
保
前
者
'
と
し
て
発
見
一
一

一

一

月

二

四

名

七
、
八
、
九
月
の
流
行
一さ
れ
入
院
し
た
者
が
本
年
一

の
立
仮
な
皇
太
子
き
ま

一

-

計

六

五

一

五

七

名

期
忙
多
発
を
み
た
の
は
一に
入
っ
て
か
ら
既
に
五
名
一

を

持

っ

た

こ

止

を

誇

り

一

五

の

保

菌

者

除

き

の

十も
あ
る
事
賞
等
は
明
か
に

一

そ

の

構

成

人

員

と
し
て
、
叉
御
手
本
企

し
て
、
日
本
の
幸
一
摘
の

為
に
、
し
っ
か
り
勉
強

し
よ
う
で
は
な
い
か
。

二
、
市
長
正
云
う
も
の

は
、
朝
か
ら
腕
迄
、
目

の
覚
め
て
い
る
聞
は
人

に
会
っ
て
い
る
か
、
何

処
か
へ
出
掛
て
い
る
か

書
類
を
見
て
印
を
捺
し

て
い
る
か
、
何
処
か
で

シ
ヤ
ペ
ツ

τい
る
か
し

て
い
る
も
の
で
あ
っ
て

一
分
間
で
も
落
付
い
て

も
の
を
考
え
る
時
聞
の

無
い
も
の
で
あ
る

εい

う
こ
止
を
、
っ
く
，

ρ・
1

感
じ
る
の
で
あ
る
。

重
大
な
市
政
を
、
皆
さ

国

初

占坐

寺北

赤

痢

保

菌

者

'

と
は
何
等
の
病
献
を
現
わ
ず
事
な
し
に
即
ち
身
体
は
健
康

で
ぴ
ん
/
¥
し
て
い
る
の
に
体
内
に
病
源
体
を
も
っ
て
い
て
便
・
と
共
に
赤
痢
菌

を
排
出
す
る
人
を
申
し
ま
す
。
病
後
保
菌
者
ξ
健
康
保
菌
者
の
二
種
類
が
あ
り

ま
タ
が
病
後
保
菌
者
止
は
赤
痢
に
擢
っ
た
人
が
そ
の
症
献
が
無
く
な
っ
て
か
ら

ま
で
菌
在
出
す
場
合
で
る
り
ま
す
。

然

し

後

病

し

た

人

一

健

康

保

菌

者

・

と

が
抗
欣
が
な
く
な
っ
て
か

-

は
赤
痢
症
に
ま
だ

一
度

ら
一
四
日
以
内
で
は
病
状
一

も
躍
っ
た
事
の
な
い
人

が
な
く
な
っ
て
菌
を
出
し
一

即
ち
下
痢
も
血
便
も
な

て
い
る
場
合
で
も
保
菌
者
か
っ
た
人
が
た
ま
/
¥

m
?
な
く
患
者
k
じ
て
取
り
一

便
の
検
査
を
受
け
て
み

有
一
扱
わ
れ
ま
す
。
症
状
が
な

『

た
ら
赤
痢
菌
が
み
つ
か

h
1

一
く
な
っ
て
か
ら

一
四
日
を
-

っ
た
と
一
式
う
人
で
あ
り

干
』
一
経
過
し
て
向
菌
を
排
出
す
一

ま
す
。
此
の
雨
種
の
保

ホ
ー
一
る
場
合
に
始
め
て
病
後
保
一

菌
者
は
赤
痢
患
者
ム
」
悶

菌
者
'
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
様
赤
痢
菌
を
周
囲
に
伝

る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
染
さ
せ
ま
き
散
ら
す
重

りよt:. 政大昭和28年4月初日(一〉

一
、
最
近
、
私
の
心
を

強
く
打
つ
と
と
が
あ
る

そ
れ
は
、
皇
太
子
さ
ま

の
英
閣
御
訪
問
の
こ
'
乙

で
あ
る
。
終
戦
後
、
世

界
の
片
隅
に
小
さ
く
な

っ
て
い
た
日
本
に
取
っ

て
、
な
ん
止
な
く
心
の

温
ま
る
思
い
が
す
る
の

大

村

T---11-町

純
毅
!
日

で
あ
る
。
特
に
、
皇
太

子
さ
ま
の
御
出
発
当
時

か
ら
、
日
々
ラ
ジ
才
や

新
聞
の
報
道
す
る
、
御

旅
行
中
の
御
一言
動
を
見

聞
し
て
、
そ
の
若
々
し

い
‘
物
に
動
じ
な
い
、

御
様
子
を
奔
し

τ、
私

は
涙
ぐ
ま
し
く
な
る
程

嬉
し
い
の
で
あ
る
。

日
本
の
将
来
に
も
真
に

明
る
い
希
望
を
感
ず
る

の
で
あ
る
ロ
市
民
の
皆

さ
ま
、
特
に
共
代
の
日

本
を
背
負
う
ペ
き
.
青

八四 0
名名名

P.. ./、ーー
』ノ 」ノ ¥J

Eに 四年
協民ん伝考い蚊基てぴこ大しつになたい ー 費は明|貫 O流
力各止染え大もいも中止変てた至赤 矢 ξ 名刑モ |施七行
を位す病て村蝿て此上に御又弐り痢先魔のを の た|し名地
熱のる流い市も彼のま就迷市第誠のに悟患 4 予~!Iまの区
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ま的何をで度もの休市くか皆る念を 集 め出て相十|止を民
すな卒迎特い居様験と仰け様 O に見団てすも当 こl，ーコ
@御市えに止なににし詑たにそ忠る的いま、なそ 16Jj ---; 
0 戦も期立りをつやとが或施
現後あすっ、高て施れ提付設
段のりる等延め、設は出市等
階復まこ、い交そを、さ長に
に興せ在郷て 通 のなそれに係
あ止んは土はの地すれて封る
つ路 o申の増便区こら居し請
て準 す発産利の止のり|凍願
材注 ま民にを文に事ま fj!f書
各上 でを役図化よ業す書ゃ

をす糧事国のうすが居りで陳
支ペ類業のお事。たりそ財情
出きに左補金業殊金まの政止
しーよい助をと K のす実のも
な定うえの嬰も市工が現事真
け割て r封しなが商何に情剣
れ合市も 象県れ単でよ努がに
ばのが、広、ば独あり力許取
な沿負そな叉多にりもしす組
り金担のる付額行ま先て限ん

し四底やせすけにに同工なの
て苦のま ね o借 拡底悶場る如
で八浅れ災し金大が都)法き
も苦いぬ害かがす浅市の人大
行の財事、し増れくの 実 企き
わ無政業或なえば仕財在業な
な理とやはがて‘事政し体税
け算は施止らいそをはな ~ il鼠
れ段い設む 予き れ無、い会正
ぽをえはに期lまr理実、枇も
鎖月で在な七万滞り決牧てにこか去にな
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に五走 八税決、糊口法保 O しうわの、ぃ|七存夏、よ行昭かはに持行昭点認り関て 流型TI}:れに他場痢方けな多身る宥患り 甘い家
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十納り 万末必八在でにいつ年 な者15 環 IQ す々十月も 年り脊て た年年しに郎ー わいとす亦封~ 3::切炊止がす帯保けで世1:す ち な然含
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編集人大村市綿務課R:

藤井 議 同

長崎廓大村市
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電話代表75日番
印刷所 降女社印刷所

一
月
二
月
三
月

ん
か
ら
お
預
り
し
て
い

る
者
'
と
し
て
、
と
ん
な

こ
と
で
上
い
の
か
と
、

常
に
愛
え
て
い
る
次
第

で
あ
る
o

こ
の
欣
態
か

ら
一
日
も
Mγ

く
脱
却
し

て
、
落
付
い
た
気
持
で

大
村
市
の
発
肢
の
為
に

考
え
る
飴
裕
を
持
ち
度

い
私
的
正
念
願
し
て
い

る
。
之
が
捻
に
市
役
所

内
部
の
適
材
を
適
所
に

配
す
る
止
共
に
、
信
賞

必
前
に
よ
っ
て
人
心
を

刷
新
し
、
以
て
事
務
能

率
の
徹
底
的
向
上
を
計

り
度
い
土
考
え
て
い
る

次
第
で
あ
る
U

三
、
昨
年
市
内
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